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令
和
３
年
４
月
27
日
に
、上
下
水
道
部
で
応
急
給
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

滝
沢
市
で
災
害
が
起
き
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、他
の
地
域
で
の
災
害
応
援
の
際
に
も
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ム
ー
ズ
な
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
給
水
タ
ン
ク
車
を
使
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　市役所防災庁舎脇にある給水塔
は、災害発生時に給水タンク車に給
水する目的で設置されたものです。
　この給水塔は、滝沢市周辺での
災害応援にきた他市町村の給水タ
ンク車への給水ポイントとなり、毎
分約500Lの水を給水することがで
きます。
　今回は、今年度初めて上下水道
部に配属された職員に、給水塔の
操作手順及び操作方法、給水タン
ク車への給水方法について指導し
ました。

滝沢市役所本庁舎の給水塔
から給水タンク車へ給水

　災害時に各給水拠点で行う作業
を想定し、給水コンテナの設置、給
水タンク車の加圧送水操作、給水ス
タンドへの接続、ポリタンクや非常
用飲料水袋（給水袋）への給水方法
を確認しました。
　滝沢市で所有している給水タンク
車は、圧送ポンプを内蔵しており、
18ｍ程度の高さまで給水可能で
す。容量1,000Lの給水コンテナと
接続してもあっという間に満水にす
ることができます。
　訓練でさまざまな改善点が見つ
かり、職員の知識・技術を向上するこ
とができました。

給水タンク車から、
給水スタンドへ接続

令和3年度　下水道事業会計予算の概要
資本的収支 収益的収支

下水道の施設をつくるための経費と財源 下水道事業を運営するための収入と支出

・動力制御盤及び
　　　　計装設備更新
・老朽管の更新
　　　　　 3,300 ｍ

令和3年度はこんな事業をします

水道事業 下水道事業

令和3年度　水道事業会計予算の概要
資本的収支

水道の施設をつくるための経費と財源
（税込） （税抜）

収益的収支
水道事業を運営するための収入と支出

・マンホールポンプの更新
・下水道管延命化のための
　　　　　　　　改築工事
・老朽化したマンホールの
　　　　　　　　蓋交換
・雨水排水路の整備工事

長期前受金戻入益
9,207万円

水道料金
8億4，859万円

補填財源
6億3,093万円

収入計
10億4,205万円

収入計
10億4,205万円

支出計
8億8,420万円
支出計

8億8,420万円

その他
1億139万円
人件費
8,862万円

（無償譲与等で取得
した償却資産の取得
価格を耐用年数の
割合で配分する会
計上の利益）

収支差額
（純利益）

修繕費
2,512万円
（浄水場や配水管
の修理費など）

動力費
2,455万円
（浄水場などを
運転するための
電力費など）

支払利息
2,898万円

（水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息）

（収益的収支の純利益や
減価償却費など内部に蓄え
られたお金で補填する額）

薬品費
294万円

委託料
2億4,591万円

減価償却費
4億686万円

（浄水処理の
ための薬品
購入費）（長期利用する施設の価値の減少

分を1年ごとに費用化したもの）

建設改良費
6億1,545万円

（水道施設を建設したり老朽化し
た施設を更新するための経費）

企業債償還金
1億5，210万円

（借り入れたお金の元
金を返済する経費）

他会計負担金
100万円

（消火栓を設置する
ための一般会計か
らの繰入金収入） その他

6,122万円

出資金
2,562万円

（統合簡易水道より引き継
いだ企業債に対する繰入）

企業債
1億1，000万円

1億5,785万円
収入計

1億3,662万円
収入計

1億3,662万円
支出計

7億6,755万円
支出計

7億6,755万円

（税込） （税抜）

流域下水道建設費
3,486万円

流域下水道管理費
2億1,640万円

補填財源
3億5,241万円

長期前受金戻入
3億2,148万円

（下水道供用区域
となることで利益
を得る受益者から
の負担金）

（収益的収支の純利益
や減価償却相当分な
ど内部に蓄えられた
お金で補填する額）

（国や一般会計か
らの補助）

管渠建設改良費
2億192万円

（汚水処理施設を
つくるための経費）

（雨水処理施設を
つくるための経費）（共同処理分の建設負担金）

（借り入れたお金の元
金を返済する経費）

企業債償還金
3億6，504万円

その他
30万円

企業債
2億6,960万円

補助金・負担金
1億4,969万円

（国や一般会計
からの補助）

（施設の修理費など）

（下水道使用料徴収業
務のための費用）

（共同処理分の管理負担金）（下水道施設をつ
くるために借り入
れたお金の利息）

（長期利用する施設の
価値の減少を1年ごと
に費用化したもの）

（国庫補助金等で取得した償却
資産の取得価値を耐用年数の割
合で配分する会計上の利益）

補助金・負担金
2億7,380万円

受益者負担金・分担金
2,222万円

雨水建設改良費
1億9,180万円

管渠費
5,900万円

その他592万円収支差額
（純利益）
1億2,480万円

業務費
6,449万円

総係費
3,680万円

支払利息
8,012万円

減価償却費
5億7,937万円

その他
1,187万円

下水道使用料
5億7,165万円

支出計
7億9,392万円
支出計

7億9,392万円

収入計
4億4,151万円
収入計

4億4,151万円

支出計
10億4,805万円

支出計
10億4,805万円

収入計
11億7,285万円

収入計
11億7,285万円

　初めて応急給水訓練に参加しました。本番さな
がらの緊張感の中、一連の流れを確認することがで
きました。応急給水を必要とする災害が起きないこ
とが一番ではありますが、いざという時には訓練を
生かし迅速な対応ができればと思います。

〇応急給水を行った職員からのコメント
　市では災害に備え、1人当たり1日3Lの飲料水
を約3日分備蓄することを推奨しています。

〇災害に備えておこう！

　滝沢市で所有している給水タンク
車は、圧送ポンプを内蔵しており、
18ｍ程度の高さまで給水可能で
す。容量1,000Lの給水コンテナと
接続してもあっという間に満水にす
ることができます。
　訓練でさまざまな改善点が見つ
かり、職員の知識・技術を向上するこ
とができました。

給水袋6L

給水タンク10L～
20L

う～なかなか重い
…

市販のペットボトルを備蓄する
ときは賞味期限や保管方法の
記載事項に注意しましょう。

お風呂の水を取って
おくとトイレや洗濯用
に役立ちます。




